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土本武司教授略歴および主要著作目録
略歴
昭和10年1月
31年10月
32年3月
33年4月
35年4月
36年4月
39年4月
41年4月
42年4月
45年4月
47年4月
52年4月
53年4月
55年4月
58年4月
60年4月
62年3月
出生
司法試験合格
中央大学法学部法律学科卒業
最高裁判所司法研修所修習生（昭和35年3月まで）
東京地方検察庁検事（昭和36年3月まで）
福島地方検察庁検事（昭和39年3月まで）
横浜地方検察庁検事（昭和41年3月まで）
東京地方検察庁検事（昭和42年3月まで）
札幌地方検察庁検事（昭和45年3月まで）
東京地方検察庁検事（昭和47年3月まで）
法務省法務総合研究所第二部・第一部各教官（昭和52
年3月まで）
東京地方検察庁新任検事指導官（昭和53年3月まで）
熊本地方検察庁次席検事（昭和55年4月まで）
横浜地方検察庁交通部長（昭和58年3月まで）
日本刑法学会会員（現在に至る）
東京高等検察庁検事（昭和60年3月まで）
横浜国立大学兼任講師（昭和59年3月まで）
国際刑法学会会員（現在に至る）
アジア刑政財団学術評議員（現在に至る）
日蘭学会評議員（現在に至る）
法務省法務総合研究所第三部長（昭和62年3月まで）
法学博士の学位授与
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63年4月
平成3年12月
5年4月
7年4月
10年4月
15年4月
最高検察庁検事（昭和63年4月まで）
筑波大学社会科学系法学専攻教授（刑法・刑事訴訟法担
当）（平成10年3月まで）
早稲田大学法学部兼任講師（平成17年3月まで）
中央大学法学部・大学院法学研究科兼任講師（刑法・刑
事訴訟法担当）（平成17年3月まで）
水戸弁護士会懲戒委員（平成2年3月まで）
関東管区警察学校講師（刑法・刑事訴訟法担当）（平成
20年3月まで）
林野庁森林技術総合研究所講師（法学・刑事訴訟法担
当）（現在に至る）
その他（消防大学校、財務省税関研修所、林野庁森林技
術総合研修所、東京司法書士会・東京都行政書士会各講
師、国際情勢研究会（内閣官房）会員、テレビ・ラジ
オ・新聞等のコメンテイター）（現在に至る）
東京大学刑事判例研究会（現在に至る）
オランダ・ライデン大学・ユトレヒト大学客員教授（平
成4年12月まで）
筑波大学社会学類長、医の倫理委員会委員（平成10年
3月まで）
筑波大学留学生センター長（平成10年3月まで）
筑波大学名誉教授
帝京大学法学部・大学院法学研究科教授（刑法・刑事訴
訟法担当）（平成17年3月まで）
上武大学ビジネス情報学部客員教授（法学概論・民法概
論担当）（平成20年3月まで）
日本犯罪学会会員（現在に至る）
17年4月
5月’
19年4月
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白鴎大学法科大学院法務研究科教授（刑事訴訟法の基
礎・刑事政策等担当）（平成21年3月まで）
帝京大学法学部客員教授（法職刑法・法学演習担当）
（平成18年3月まで）
瑞宝中綬章
白鴎大学法科大学院院長（平成21年3月まで）
主要著書
昭和52年1月
53年1月
54年3月
61年12月
64年2月
平成3年4月
4年2月
6年4月
7年5月
10年5月
11年10月
12年2月
3月
10月
13年4月
12月
『少年法』法務総合研究所
『犯罪捜査』弘文堂
『民事と交錯する刑事事件』立花書房
『過失犯の研究一現代的課題の理論と実務一』成文堂
『行政と刑事の交錯』立花書房
『刑事訴訟法要義』有斐閣
『証拠法の理論と実際』同上
『航空事故と刑事責任』
『現代刑事法の論点刑法編』東京法令出版
『現代刑事法の論点刑事訴訟法編』同上
『企業犯罪』令文社
『大コンメンタール刑法』第2巻第2版青林書院
共著
『最新関税犯則論』東京法令出版共著
『刑事訴訟法入門』第3版有斐閣共著
「ビデオ刑事訴訟法』立花書房
『刑法教室総論』東京法令出版
『正義への執念』NHK出版協会
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15年3月
4月
7月
10月
16年3月
4月
17年12月
19年9月
『図解刑事訴訟法』再版立花書房
改訂新版『ホーンブック刑法各論』北樹出版共著
改訂新版『ホーンブック刑法総論』同上共著
新版『図解刑法』立花書房
『条解刑事訴訟法』3版弘文堂共著
『安楽死合法化に向けて（東京財団研究報告書）』東京財団
『法の学び方考え方』東京法令出版共著
『最新関税犯則論』改訂版同上共著
『証拠は語る』同上
論文等（平成10年以降）
平成10年4月
6月
7月8月12月
11年3月
「団体規制処分についての一考察」成文堂『西原春夫先
生古希祝賀論文集』第3巻
「死刑制度のゆくえ」日本犯罪心理研究所『犯罪心理研
究』2号
「死刑存置論と廃止論の接近」有斐閣「松尾浩也先生古
希祝賀論文集』上巻
「公職の候補者等の寄附の禁止違反の罪の成立と受寄附
者の認識」有斐閣『平成9年度重要判例解説』
「否認事件」有斐閣『少年法判例百選』
「公務員倫理」教育システム「季刊トップ』15号
「量刑と余罪」有斐閣『刑事訴訟法判例百選』第7版
「法制審議会の存廃」讃責新聞「論点」
「少年法改正案について」産経新聞
「情況証拠のカ」朝日新聞
「情況証拠による事実認定・訴因変更の要否」『判例時
4月
7月
9月
10月
11月
12年1月
3月
6月
8月
11月
13年1月
2月
3月
5月
6月
9月
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報』1661号『判例評論』481号
「否認と少年審判」『捜査研究』570号
「和歌山ヒ素事件公判」『捜査研究』573号
「情況証拠による事件認定ほか訴因変更手続の要否一い
わゆるロス疑惑・銃撃事件控訴審判決一」『法学新法』
12号
「オランダにおける安楽死立法の新動向」『判例時報』
1684号
「死刑と無期刑の分水嶺」『捜査研究』577号
「警察官の不祥事と再生への道」『捜査研究』579号
「LightandSha（10winJapan’sPoliceSystem」「JAPAN
Qμarterly』47巻2号
「日蘭法文化の比較研究」日本法律家協会『法の支配』
共著
「慈母と厳父一少年法改正の方向性」『捜査研究』584号
「あっせん利得罪立法に向けて」『捜査研究』586号
「公訴の取消一実のある撤退」『捜査研究』589号
「少年法の法理と改正の方向」法務総合研究所『研修』
629号
「安楽死再論一その背景の日蘭比較一」『捜査研究』591
号
「改正少年法の課題」法律扶助協会「法律扶助だより』
「捜査情報漏洩」「捜査研究』593号
「薬害エイズ事件判決」『捜査研究』595号
「少年法改正を考える」『大東文化大学法学研究所報』
10号
「〔判例評論〕一無罪判決後の勾留」「二．刑事手続き
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10月
12月
14年1月
2月
4月
5月
6月
7月
8月
11月
12月
15年1月
2月
4月
5月
6月
と退去強制手続き一東電OL殺人事件特別抗告審決定」
『判例時報』1752号『判例評論』511号
「公務員の地位利用と連座制一近畿郵便局事件一」『捜査
研究』600号
「無期刑」「捜査研究』602号
「航空事故」『捜査研究』603号
「租税ほ脱犯」『捜査研究』604号
「〔判例評釈〕覚せい剤輸入罪の既遂時期」『判例時報』
1773号『判例評論』518号
「秘書給与の詐欺」『捜査研究』608号
「川崎安楽死事件」『捜査研究』609号
「オウム教祖の公判」『捜査研究』610号
「あっせん収賄罪」『捜査研究』611号
「拉致事件と国際捜査」『捜査研究』614号
「航空機内の逸脱行為に罰則を」「捜査研究』615号
「ヒ素カレー事件判決」『捜査研究』616号
「安楽死についての一考察一日・蘭の理論と実務を比較
しっっ一」『法曹時報』55巻2号
「併合罪加重一新潟監禁事件控訴審判決」『捜査研究』
617号
「桶川事件と捜査の怠慢一国家賠償訴訟判決」『捜査研
究』619号
「航空パイロットの刑事過失責任の問い方」『判例時報』
1813号
「外形標準課税についての一考察」『東京税務レポート』
451号
「死体なき殺人事件」『捜査研究』621号
7月
9月
10月
11月
16年1月
2月
3月
4月
5月
7月
8月
9月
10月
12月
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「民事責任と刑事責任一藤沢殺人放火事件に因んで」『捜
査研究』622号
「消防法上の論争点へのアプローチ（前編）」『近代消
防』2003年9月号
「消防法上の論争点へのアプローチ（後編）」『近代消
防』2003年10月号
「大学病院における医の倫理」『捜査研究』626号
「日本における贈収賄の特異性と法的規制」『法律文化』
237号
「裁判員制度」産経新聞「正論」
「年少少年犯罪への対応」『捜査研究』628号
「超法規論」『捜査研究』629号
「実のある撤退」産経新聞「正論」
「刑法改正を考察する」産経新聞「正論」
「けん銃使用の適法性」『捜査研究』631号
「筋弛緩剤事件一審判決」河北新報
「オウム真理教教祖に断罪」『捜査研究』632号
「〔判例評釈〕刑法47条の法意」「判例時報』1846号『判
例評論』542号
「死刑・無期」産経新聞「正論」
「刑事責任年齢」産経新聞「正論」
「安楽死を合法化するために」月刊正論
「死刑の執行」産経新聞「正論」
「航空事故調査報告書の証拠能力」『捜査研究』637号
「最高裁判断にみる「おとり捜査」の注目点」『BAN』65
号
「ネット自殺」『捜査研究』640号
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17年1月
3月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
18年4月
6月
7月
8月
「暴力団組長に使用者責任」『捜査研究』641号
「警察署長の犯罪一京都九条署放置死事件判決一」『捜査
研究』644号
「監獄法改正」産経新聞「正論」
「国際捜査協カー福岡一家殺害判決（中国）一」『捜査研究』
645号
「法における正義」『セキュリティ研究』
「問われる刑事裁判」讃責新聞「論点」
「無期刑から死刑へ一三島・短大生惨殺控訴審判決一」
「捜査研究』647号
「死刑制度は存置か廃止の二者択一」産経新聞「正論」
「犯罪の成立範囲一牛肉偽装事件一審判決一」『捜査研
究』648号
「・ヒ素カレー事件控訴審判決」『捜査研究』649号
「事前運動」産経新聞「正論」
「「保護」だけの少年法」産経新聞「正論」
「在外選挙権一最高裁大法廷判決（平17．9．14）一」『捜
査研究』651号
「自白と謝罪は過大評価してならず」産経新聞「正論」
「死刑は存続」『文芸春秋・日本の論点2006』
「非行少年社会はどう向き合う」毎日新聞「主張」
「裁判員制度と量刑決定」『捜査研究』653号
「控訴棄却か公判停止か」「捜査研究』658号
「保釈」『捜査研究』660号
「公判前整理手続」『捜査研究』661号
「死刑の適用一光市事件上告審判決一」『捜査研究』662
号
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9月
10月
12月
19年2月
4月
7月
8月
9月
10月
20年1月
3月
4月
21年3月
「時効の停止」『捜査研究』663号
「車社会と法規制」『捜査研究』664号
「企業犯罪・両罰責任」『捜査研究』666号
「再審の門」『捜査研究』668号
「代理処罰」『捜査研究』670号
「終末期医療のガイドライン」『捜査研究』673号
「差戻審の審理の範囲」『捜査研究』674号
「航空パイロットの刑事過失責任の問い方・その2」『判
例時報』1971号
「取調べの可視化の問題点」『捜査研究』676号
「防衛汚職」『捜査研究』679号
「取調ベメモの開示」『捜査研究』681号
「一事不再理効」『捜査研究』682号
「死刑か無期刑か」『捜査研究』693号
